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〇
歌
詞
の
背
景

〇
歌
詞
の
背
景

・・  

歌
詞
歌
詞
11
番番
「
花
の
た
て
山
」「
あ
の
坂
道
の
桜
並
木
」：
明
治
維
新
後
、
若
森
（
新
治
郡
若
森
村
）
の
館
山
に
明
治

「
花
の
た
て
山
」「
あ
の
坂
道
の
桜
並
木
」：
明
治
維
新
後
、
若
森
（
新
治
郡
若
森
村
）
の
館
山
に
明
治

新
政
府
の
「
若
森
県
庁
」
が
置
か
れ
た
。
県
庁
の
建
物
は
高
台
に
あ
り
、
敷
地
は
堀
で
囲
ま
れ
て
い
た
。
今
も
つ
く

新
政
府
の
「
若
森
県
庁
」
が
置
か
れ
た
。
県
庁
の
建
物
は
高
台
に
あ
り
、
敷
地
は
堀
で
囲
ま
れ
て
い
た
。
今
も
つ
く

ば
市
若
森
か
ら
つ
く
ば
市
佐
に
通
じ
る
坂
道
に
は
堀
の
痕
跡
と
桜
並
木
が
残
っ
て
い
る
。

ば
市
若
森
か
ら
つ
く
ば
市
佐
に
通
じ
る
坂
道
に
は
堀
の
痕
跡
と
桜
並
木
が
残
っ
て
い
る
。

・
歌
詞

・
歌
詞
22
番番
「
ホ
ウ
キ
の
で
ど
こ
」：
大
穂
の
箒
生
産
は
明
治
後
半
に
始
ま
り
、
昭
和

「
ホ
ウ
キ
の
で
ど
こ
」：
大
穂
の
箒
生
産
は
明
治
後
半
に
始
ま
り
、
昭
和
2020
年
代
～

年
代
～
3030
年
代
は
非
常
に

年
代
は
非
常
に

盛
ん
に
な
り
、「
大
穂
ほ
う
き
」「
筑
波
ほ
う
き
」「
茨
城
ほ
う
き
」
と
し
て
、東
京
を
は
じ
め
各
方
面
に
販
出
さ
れ
た
。

盛
ん
に
な
り
、「
大
穂
ほ
う
き
」「
筑
波
ほ
う
き
」「
茨
城
ほ
う
き
」
と
し
て
、東
京
を
は
じ
め
各
方
面
に
販
出
さ
れ
た
。

・
歌
詞

・
歌
詞
22
番番
「
大
曽
根
商
店
街
」：
昭
和

「
大
曽
根
商
店
街
」：
昭
和
2020
年
代
～

年
代
～
4040
年
代
、
大
曽
根
の
町
中
を
走
る
一
本
の
大
通
り
の
両
側
に
は
、

年
代
、
大
曽
根
の
町
中
を
走
る
一
本
の
大
通
り
の
両
側
に
は
、

約約
7070
件
も
の
商
店
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。

件
も
の
商
店
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。

・
歌
詞

・
歌
詞
33
番番
「
一
の
矢
祇
園
」「
ニ
ン
ニ
ク
市
」：
今
も
一
の
矢
の
天
王
様
と
し
て
近
郷
に
知
ら
れ
て
お
り
、
旧
暦

「
一
の
矢
祇
園
」「
ニ
ン
ニ
ク
市
」：
今
も
一
の
矢
の
天
王
様
と
し
て
近
郷
に
知
ら
れ
て
お
り
、
旧
暦
66

月月
77
日
の
例
祭
は
「
ニ
ン
ニ
ク
祭
」
と
も
言
わ
れ
、
露
店
が
立
ち
並
ん
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
昭
和
中
期
に
は
、
周
辺

日
の
例
祭
は
「
ニ
ン
ニ
ク
祭
」
と
も
言
わ
れ
、
露
店
が
立
ち
並
ん
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
昭
和
中
期
に
は
、
周
辺

各
地
か
ら
幾
台
も
の
大
型
観
光
バ
ス
で
参
拝
者
が
訪
れ
た
。

各
地
か
ら
幾
台
も
の
大
型
観
光
バ
ス
で
参
拝
者
が
訪
れ
た
。

・
歌
詞

・
歌
詞
44
番番
「
吉
沼
三
千
石
」「
昔
城
下
の
尾
花
里
」：
江
戸
時
代
仙
台
藩
伊
達
氏
の
飛
地
で
、
常
陸
一
万
石
の
う
ち

「
吉
沼
三
千
石
」「
昔
城
下
の
尾
花
里
」：
江
戸
時
代
仙
台
藩
伊
達
氏
の
飛
地
で
、
常
陸
一
万
石
の
う
ち

吉
沼
を
中
心
と
す
る
西
高
野
、
大
砂
、
大
園
木
の
一
部
（
通
称
吉
沼
三
千
石
）
が
竜
ケ
崎
代
官
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。

吉
沼
を
中
心
と
す
る
西
高
野
、
大
砂
、
大
園
木
の
一
部
（
通
称
吉
沼
三
千
石
）
が
竜
ケ
崎
代
官
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。

室
町
時
代
に
小
田
城
の
支
城
と
し
て
、
坂
本
に
栗
崎
城
（
正
福
寺
境
内
に
城
址
）
が
築
城
さ
れ
、
落
城
後
は
館
宿
に

室
町
時
代
に
小
田
城
の
支
城
と
し
て
、
坂
本
に
栗
崎
城
（
正
福
寺
境
内
に
城
址
）
が
築
城
さ
れ
、
落
城
後
は
館
宿
に

館
宿
城
（
新
吉
沼
城
）
が
築
か
れ
た
。
や
が
て
城
址
に
は
一
面
に
尾
花
（
ス
ス
キ
）
が
群
生
し
、静
か
な
里
で
あ
っ
た
。

館
宿
城
（
新
吉
沼
城
）
が
築
か
れ
た
。
や
が
て
城
址
に
は
一
面
に
尾
花
（
ス
ス
キ
）
が
群
生
し
、静
か
な
里
で
あ
っ
た
。

・
歌
詞

・
歌
詞
44
番番
「
弁
天
沼
」「
御
神
橋
」：
国
有
地
の
笠
根
沼
が
あ
り
、
通
称
葦
沼
川
（
よ
し
ぬ
ま
）
の
水
を
集
め
て
稲

「
弁
天
沼
」「
御
神
橋
」：
国
有
地
の
笠
根
沼
が
あ
り
、
通
称
葦
沼
川
（
よ
し
ぬ
ま
）
の
水
を
集
め
て
稲

作
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和

作
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
5959
年
に
は
大
部
分
を
埋
め
立
て
て
集
落
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
た
。
残
っ
た
４
０
０

年
に
は
大
部
分
を
埋
め
立
て
て
集
落
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
た
。
残
っ
た
４
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
池
（
弁
天
池
）
の
中
に
、
今
も
橋
と
共
に
祠
が
あ
り
弁
財
天
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

平
方
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
池
（
弁
天
池
）
の
中
に
、
今
も
橋
と
共
に
祠
が
あ
り
弁
財
天
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

・
歌
詞

・
歌
詞
55
番番
「
筑
波
か
す
り
」：
大
曽
根
３
４
３
９
‐
４
に
あ
る
文
殊
堂
～
も
っ
く
ん
珈
琲
ま
で
の
敷
地
に
梶
井
繊

「
筑
波
か
す
り
」：
大
曽
根
３
４
３
９
‐
４
に
あ
る
文
殊
堂
～
も
っ
く
ん
珈
琲
ま
で
の
敷
地
に
梶
井
繊

維
工
業

維
工
業 ( (

株株))

と
い
う
織
物
工
場
が
あ
っ
た
。
当
時
（
昭
和

と
い
う
織
物
工
場
が
あ
っ
た
。
当
時
（
昭
和
2020
年
代
～

年
代
～
4040
年
代
前
半
）
出
島
村
、
千
代
田
村
（
現
・

年
代
前
半
）
出
島
村
、
千
代
田
村
（
現
・

か
す
み
が
う
ら
市
）
に
綿
花
栽
培
及
び
綿
糸
を
委
託
し
、
工
場
で
藍
染
め
を
行
い
、
絣
（
か
す
り
）
を
織
っ
て
い
た
。

か
す
み
が
う
ら
市
）
に
綿
花
栽
培
及
び
綿
糸
を
委
託
し
、
工
場
で
藍
染
め
を
行
い
、
絣
（
か
す
り
）
を
織
っ
て
い
た
。

絣
は
野
良
着
（
半
着
・
モ
ン
ペ
）
等
に
も
縫
製
さ
れ
、
広
く
販
売
さ
れ
た
。

絣
は
野
良
着
（
半
着
・
モ
ン
ペ
）
等
に
も
縫
製
さ
れ
、
広
く
販
売
さ
れ
た
。

※
参
考
資
料
等
；
「
大
穂
町
史
」、
地
域
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り

※
参
考
資
料
等
；
「
大
穂
町
史
」、
地
域
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り

☆
同
時
期
に
「
大
穂
小
唄
」
も

☆
同
時
期
に
「
大
穂
小
唄
」
も

      

作
ら
れ
ま
し
た
。

作
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
芸
能
と
誕
生
の
背
景
文
：
本
橋
せ
つ
子　
　

イ
ラ
ス
ト
：
成
島　

美
穂　

文
：
本
橋
せ
つ
子　
　

イ
ラ
ス
ト
：
成
島　

美
穂　

  

楽
譜
提
供
：
飯
竹　

ふ
み
さ
ん

楽
譜
提
供
：
飯
竹　

ふ
み
さ
ん

☆☆
「
大
穂
音
頭
」
は
、
昭
和

「
大
穂
音
頭
」
は
、
昭
和
3030
年
代
、
学
校
の
運
動
会
や
地
域
の
婦
人
会
の
催
し
等
で
盛
ん
に
踊
ら

年
代
、
学
校
の
運
動
会
や
地
域
の
婦
人
会
の
催
し
等
で
盛
ん
に
踊
ら

れ
ま
し
た
。
大
勢
の
方
々
か
ら
、
懐
か
し
い
・
記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
の
お
声
が
あ
っ
た
の
で
、

れ
ま
し
た
。
大
勢
の
方
々
か
ら
、
懐
か
し
い
・
記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
の
お
声
が
あ
っ
た
の
で
、

当
時
を
思
い
起
こ
す
意
味
で
歌
詞
の
背
景
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
時
を
思
い
起
こ
す
意
味
で
歌
詞
の
背
景
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
大
穂
町
の
誕
生

◎
大
穂
町
の
誕
生

・
江
戸
時
代　

常
陸
国
新
治
郡
大
曽
根
村
に
属
す
。

・
江
戸
時
代　

常
陸
国
新
治
郡
大
曽
根
村
に
属
す
。

・
明
治

・
明
治
2222
年　

市
制
及
町
村
制
の
施
行
に
基
づ
く
全
国
的
な
町
村
合
併

年　

市
制
及
町
村
制
の
施
行
に
基
づ
く
全
国
的
な
町
村
合
併

    

に
よ
り
大
穂
村
、
吉
沼
村
、
旭
村
が
成
立
し
た
。

に
よ
り
大
穂
村
、
吉
沼
村
、
旭
村
が
成
立
し
た
。

・
明
治

・
明
治
2929
年　

大
穂
村
が
新
治
郡
か
ら
筑
波
郡
に
移
管
さ
れ
た
。

年　

大
穂
村
が
新
治
郡
か
ら
筑
波
郡
に
移
管
さ
れ
た
。

・・  

昭
和
昭
和
2828
年　

町
制
施
行
に
よ
り
大
穂
村
が
「
大
穂
町
」
と
な
っ
た
。

年　

町
制
施
行
に
よ
り
大
穂
村
が
「
大
穂
町
」
と
な
っ
た
。

・
昭
和

・
昭
和
2828
年
～
年
～
3131
年　
「
町
村
合
併
促
進
法
」
が
発
布
さ
れ
、
大
穂
地
域

年　
「
町
村
合
併
促
進
法
」
が
発
布
さ
れ
、
大
穂
地
域

で
も
様
々
な
合
併
案
が
出
さ
れ
混
迷
を
深
め
た
が
、
旭
村
の
一
部
、

で
も
様
々
な
合
併
案
が
出
さ
れ
混
迷
を
深
め
た
が
、
旭
村
の
一
部
、

吉
沼
村
を
合
併
し
、「
新
」
大
穂
町
が
誕
生
し
た
。

吉
沼
村
を
合
併
し
、「
新
」
大
穂
町
が
誕
生
し
た
。

〇
大
穂
音
頭
は
い
つ
で
き
た
の
か
？

〇
大
穂
音
頭
は
い
つ
で
き
た
の
か
？

　

大
穂
音
頭
の
作
ら
れ
た
正
確
な
年
号
は
不
明
だ
が
、
昭
和

　

大
穂
音
頭
の
作
ら
れ
た
正
確
な
年
号
は
不
明
だ
が
、
昭
和
3434
年
に
年
に

大
穂
町
役
場
新
庁
舎
が
建
設
さ
れ
た
際
、
合
併
祝
賀
の
祭
典
と
し
て

大
穂
町
役
場
新
庁
舎
が
建
設
さ
れ
た
際
、
合
併
祝
賀
の
祭
典
と
し
て

「
大
穂
音
頭
発
表
会
」
が
催
さ
れ
た
。

「
大
穂
音
頭
発
表
会
」
が
催
さ
れ
た
。

大穂音頭発表会

地域の芸能と誕生の背景　大穂音頭

大
穂
音
頭

大
穂
音
頭

7788



☆☆
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
大
曽
根
下
区
民
夏
祭
り
」
で
「
大
曽
根
音
頭
」

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
大
曽
根
下
区
民
夏
祭
り
」
で
「
大
曽
根
音
頭
」

が
流
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方
が
少
な
い

が
流
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方
が
少
な
い

よ
う
な
の
で
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。

よ
う
な
の
で
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。

☆
「
つ
く
ば
音
頭
」
は
、「
ま
つ
り
つ
く
ば
」
や
地
域
の
夏
祭
り
等
で
踊
ら
れ
、

☆
「
つ
く
ば
音
頭
」
は
、「
ま
つ
り
つ
く
ば
」
や
地
域
の
夏
祭
り
等
で
踊
ら
れ
、

地
域
住
民
に
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
踊
り
の
背
景
に
ふ
れ
て

地
域
住
民
に
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
踊
り
の
背
景
に
ふ
れ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
大
曽
根
音
頭
は
い
つ
で
き
た
の
か
？

　
　

平
成
10
年
代
初
頭
、
当
時
の
役
員
の
方
々
や
作
者
と
同
級
生
の
皆
さ
ん
の

「
地
域
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
頭
を
」
と
の
強
い
要
望
に
応
え
、
大
曽
根
下
区
出

身
の
歌
手
：
桂
木
潤
さ
ん
の
作
詞
・
作
曲
に
よ
り
「
大
曽
根
音
頭
」
が
誕
生

し
た
。
そ
の
年
の
大
曽
根
下
区
民
夏
祭
り
で
お
披
露
目
さ
れ
、
そ
の
後
は
大

曽
根
下
区
民
夏
祭
り
に
は
、
必
ず
こ
の
「
大
曽
根
音
頭
」
が
流
れ
て
い
る
。

◎
つ
く
ば
市
の
誕
生

・ 

昭
和
62
年
11
月
30
日　

4
町
村
（
大
穂
町
、豊
里
町
、谷
田
部
町
、桜
村
）
が
合
併
し
、

  

つ
く
ば
市
が
誕
生
し
た
。

・
昭
和
63
年
1
月
31
日　

つ
く
ば
市
が
筑
波
町
を
併
合
。

・
平
成
14
年
11
月
1
日　

つ
く
ば
市
が
茎
崎
町
を
併
合
し
、
筑
波
研
究
学
園
都
市

   

６
町
村
の
合
併
が
終
結
し
た
。

〇
つ
く
ば
音
頭
は
い
つ
で
き
た
の
か
？

・
正
確
な
情
報
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

・
昭
和
56
年
に
有
志
に
よ
っ
て
最
初
の
「
ま
つ
り
つ
く
ば
」
が
開
催
さ
れ
、
つ
く
ば

音
頭
の
元
と
な
る
踊
り
の
文
化
が
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・ 
昭
和
62
年
に
つ
く
ば
市
が
誕
生
し
、
こ
の
後
、
市
の
合
併
を
記
念
し
て
「
つ
く
ば

音
頭
」
が
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

参
考
資
料
等
；
「
つ
く
ば
市
誕
生
の
記
録
」、Google

検
索
、
地
域
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り

地域の芸能と誕生の背景　つくば音頭

〇
踊
り
の
背
景
（
踊
り
の
指
導
；
飯
竹
ふ
み
さ
ん
）

・
ビ
ー
ム

（細
く
ま
っ
す
ぐ
に
そ
ろ
っ
た
光
線
や
電
波
）
を
表
す
。　

　

①　

右
足
進
行
方
向
右
斜
前
に
け
り
出
す
様
に
出
し
置
き
、
両
手
伏
せ
指
は
き
ん

　
　
　

と
揃
え
て
伸
ば
し
、
左
下
よ
り
右
斜
上
に
切
り
上
げ
る
。

　

②　

上
げ
た
斜
線
で
両
手
戻
し
、
左
下
に
す
る
と
同
時
に
右
足
も
あ
げ
戻
す
。

　

③　

①
②
を
繰
り
返
す
。

　

④　

①
か
ら
③
の
反
対
動
作
（
左
足
進
行
方
向
）
を
行
う
。

・
学
園
南
大
通
り
→
西
大
通
り
→
北
大
通
り
→
東
大
通
り
を
表
す
。　

　

①　

円
外
向
き
に
右
足
出
す
と
同
時
に
右
手
体
前
伏
せ
伸
ば
し
、
左
手
掌
後
向
け

　
　
　

顔
横
に
立
て
る
。

　

②　

進
行
方
向
反
対
向
き
に
左
手
左
足
出
し
、
右
手
掌
後
向
け
顔
横
に
立
て
る
。

　

③　

円
向
き
に
①
を
行
い
、
進
行
方
向
で
②
を
行
う
。

・
筑
波
山
の
男
体
山
、
女
体
山
を
表
す
。

　

①　

体
前
下
よ
り
手
拍
子
三
つ
で
叩
き
上
げ
、
山
を
つ
く
る
。

　

②　

右
足
退
い
て
両
手
脇
下
45
度
位
に
伏
せ
流
し
腰
を
落
と
す
。

　

③　

足
の
位
置
そ
の
ま
ま
で
、
両
手
で
再
び
山
を
つ
く
り
、
左
足
を
さ
げ
て
②
と

　
　
　

同
様
に
両
手
流
し
腰
を
落
と
す
。

・
「つ
く
ば
へ
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」
を
表
す
。

    

①　
両
手
を
胸
に
抱
き
、
腰
を
落
と
し
た
状
態
で
右
足
に
重
心
か
け
踏
み
込
む
。

    

②　

踏
み
込
ん
だ
右
足
を
退
き
左
足
に
揃
え
、
両
手
斜
上
に
あ
げ
開
く
。

大
曽
根
音
頭

大
曽
根
音
頭

つ
く
ば
音
頭

地域の芸能と誕生の背景　大曽根音頭

まつりつくば

地域の夏祭り

991010



11111212



大曽根・花畑・筑穂ギャラリーDAY2025大曽根・花畑・筑穂ギャラリーDAY2025

2025 年 9 月 28 日 ( 日 ) に、大穂交流センターで大曽根・花畑・筑穂ギャラリー DAY2025 が行
われました。このイベントは、地域の人々の作品を展示する企画で、展示会場の外エリアでは飲
食物のテントやワークショップ、音楽演奏、ダンスの発表などが行われました。以下に参加作品
を掲載します。

( 作品一覧 )( 作品一覧 )

◆ 井内 弥恵子（雅号：潤恵）/ 書◆ 大曽根上宿シルバークラブ
　/ 折紙・ちりめん細工

◆ あぐねみほ / プラ版

◆ 柳町 和江 / ステンドグラス

◆ 佐藤 泉 / クラフトバンド

◆ 山中 照子 / 掛軸・折紙細工

◆ 福田 祐二 / 写真◆ かわむらよしお / 鉛筆画 ◆ 福田 陽子 / 水彩画

◆ 生田 晃士 / イラスト◆ 柳町 由起枝 / 折紙細工

◆ 坂入 啓子 / 布小物◆ 花畑布絵サークル・トールペイント
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素敵な

作品だにゃ～！ Oozone Hanabatake Tsukuho GALLERY DAY 

◆ 大曽根上宿シルバークラブ/パッチワーク◆ 加香 治子 / あみぐるみ
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大曽根・花畑・筑穂ギャラリーDAYは毎年秋に開催を予定していますので、
興味のある方は大曽根・花畑・筑穂地域活性化協議会事務局までご連絡ください !
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近所の研究所

◆ 石原 彩紀 / 色鉛筆画 ◆ 大穂中学校美術部 / 絵画

◆ 青木 公子 / 水墨画 ◆ 長州 妙子（雅号：妙華）/ 書

◆ おおぞねこどもアトリエ / 紙粘土 ◆ YU-CHUN LEE/ アクリル

建物の中に入ると、 広いエントランスに、 KEK の研究に関するパネルが

展示されています。 足元をよく見ると、 床に使われている石材に、 中生

代のアンモナイトやベレムナイトの化石を見つけることができます。

エントランスにある KEK の加速器を紹介

するパネル展示。

エントランスを進んで左手が展示室の入口

です。

足元に投影された素粒子

の映像をキックすると弾い

て、 別の素粒子にぶつける

ことができます。

時空間の映像の中を歩い

て空間の歪みを体験！

上 空 か ら 飛 ん で く る

ミューオンを実際に観察

できる装置。

展示室内の様子

素粒子を観察できる霧箱

実験の展示。

加速器の中の素粒

子の制御を、波打っ

た金属板とボール

で学べるおもちゃ。

KEK の研究や加速器に

ついて、 壮大な映像で紹

介するシアタールーム。

加速器の難しさを体験で

きるおもちゃ。 磁石のス

イッチをタイミングよく押

して鉄球を加速。

タンパク質の構造を解明

する研究の紹介。

ノーベル物理学賞を受賞

した小林誠先生のメダル

の複製。

エントランス

桂不動産 KEK コミュニケーションプラザ
https://www.kek.jp/ja/about/pr/exhibit

◆
Ｋ
Ｅ
Ｋ　
《

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構 

》

今
年
紹
介
す
る
の
は
、
桂
不
動
産
Ｋ
Ｅ
Ｋ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

　

Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
り
、
最
初
の
建
物
に
桂
不
動
産
Ｋ
Ｅ
Ｋ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
が
あ
り
ま
す
。
予
約
不
要
な
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
は
こ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

　

桂
不
動
産
Ｋ
Ｅ
Ｋ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
で
は
、
加
速
器
が
動
く
仕
組
み
や
素
粒
子

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
宇
宙
か
ら
降
り
注
い
で
い
る
宇
宙
線
を
観
察
し
た
り
、
タ
ン
パ
ク
質
の

立
体
構
造
を
目
で
見
た
り
、
身
近
な
も
の
に
含
ま
れ
て
い
る
放
射
線
を
自
分
で
測
っ
て
み
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
シ
ア
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
紹
介
ビ
デ
オ
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

◆ 柳町 佑子 / 油絵◆ 本橋 せつ子 / 切絵◆ 本橋 せつ子 / 切絵
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